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 アインシュタインは重力場で空間が曲がるという着想を回転円盤から得たとされる。

本発表では、回転円盤についてのアインシュタインの主張を提示する諸論考を分類し、

それぞれが立脚する立場を分析する。 
 アインシュタインによる特殊相対性理論のローレンツ収縮によれば、運動する物体

は収縮して観測される。アインシュタインは、特殊相対性理論を一般相対性理論へと

拡張する上で、回転する円盤の円周率はπより大きいと論じた。すなわち、ここでは

ユークリッド幾何学が成り立っていない。アインシュタインが提唱した等価原理によ

れば、加速度による慣性力と重力は等価であり、回転運動の加速度による慣性力と重

力は等価であることになる。ここから、重力によって空間が曲がることになる。 
 回転円盤の円周率については、アインシュタインと同様に、πより大きいという指

摘がある。同時に、回転円盤の円周率はπより小さいのではないかという主張もあっ

た。今日も、回転円盤の円周率はπより小さいという指摘がある。さらに、回転円盤

の円周率はπに等しいのではないか、という疑問が存在する。 
 本発表では、回転円盤の円周率に関する異なる各見解について、アインシュタイン

による主張をどのように捉えているかという点から分析し、回転円盤の円周率をどの

ように捉えるのが妥当といえるのかについて検討する。 
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